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第３学年 社会科学習指導案
指導者 梶原 隆一

１ 単元名 現代の民主政治

２ 単元について
（１）生徒観

３年４組は，男子２０名，女子２０名の計４０名のクラスである。学習意欲に差は
あるものの，まじめに授業に取り組むことができている。挙手や発言は３年生４クラ
ス全体から見るとやや積極性に欠けるところがあるものの，４人１組の小グループで
の活動においては自分の考えを仲間に伝えたり，仲間の考えを聞いたりすることで自
分の視野を広げたいと考える生徒が多く，小グループの活動を熱心に楽しみながら取
り組む様子が見られる。
以下は，２０１７年６月に実施した標準学力検査における社会科の数値である。

観点別正答率

正答率 社会的な思考・判 資料活用の技能 社会的事象につい
断・表現 ての知識・理解

校内平均 ７７．３ ８４．６ ８５．５

全国平均 ５３．０ ６０．１ ６４．５

上記の表だけでなく，定期テストやワークシートを見ても，暗記など一問一答のよ
うな物は得意だが，自分の考えを記述しようとすることは苦手な生徒が多いことがわ
かる。

（２）教材観
本単元は，大単元「現代の民主政治と社会」の中単元である。前単元「個人の尊重

と日本国憲法」において，生徒は個人の尊厳と人権の尊重が日本国憲法において保障
されていることを学習した。本単元は民主政治への理解を深めていくことをねらいと
しているわけだが，前単元で学習した個人の尊厳と人権の尊重は，みんなで話し合い
決定する方法（民主主義）を進めていく上での基礎になるものと言える。また，民主
主義の政治（民主政治）において，人々の意見を反映させることは必要不可欠なこと
であり，より多くの人々の意見を反映させるために多数決の原理を取り入れる場合が
一般的である。ただし，多数の意見に耳を傾けるだけでなく，少数意見への配慮も必
要なことである。
現代の民主政治は，国民の政治参加によって支えられている。情報社会の進展とと

もに，インターネットなどを通じて，政治についての情報収集や意見表明をすること
がこれまでと比べ容易になったり，各マスメディアが定期的に世論調査を行ったりす
ることが一般的になってきた。また，最近であれば，６月１５日に成立した「共謀罪
の趣旨を含む改正組織的犯罪処罰法」をめぐっては，全国各地で大衆運動（集団示威
運動）が繰り広げられていることがマスメディアを通じて報じられるなど，多種多様
な政治参加の方法が見られる今日である。そんな政治参加の最も一般的なものが選挙
であると言える。特に，日本では，代表者を選挙で選び，選ばれた代表者が議会で話
し合って決めるという議会制民主主義がとられている。１０月１０日に公示，１０月
２２日に投開票が予定されている衆議院議員選挙に関する話題は，連日のように各マ
スメディアが報じている。
しかし，これまでの選挙の状況を振り返ってみると，国民の政治離れが深刻である

ことが明らかになっている。国政選挙を例にすると，昨年実施され１８歳以上の男女
に選挙権が認められたことで記憶に新しい参議院議員選挙であるが，１９４７年第１
回の同選挙の投票率は６１．１％を記録していたのに対し，２０１６年第２４回の同
選挙では，投票率が５４．７％であった（投票率は１０代が４６．７％，２０代が３
５．６％，３０代４４．２％となっている）。同様に衆議院議員選挙を見ても，１９
４６年第１回の投票率が７２％を記録していたのに対し，直近の２０１４年第４７回
では５２．６％と大きく低下している。また，衆議院議員選挙を例に記録が残るとこ
ろで年齢別の投票率を見ると，１９７５年第３１回の選挙と比べ２０歳代の投票率が
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３４％低下，３０代の投票率も３４％低下となっており，とりわけ若年層と呼ばれる
人々の投票率の低下が課題となっている。特に，危惧すべきなのは選挙に行かない理
由であろう。選挙管理員会などの調査結果によると，「誰が当選しても，政治や自分
の生活が変わらないと思ったから」という無力感や，「政治家は信頼できないから」
という不信感，「政治のことは難しくてよく分らないから」という政治に対する無知
などがあげられている。

（３）指導観
本単元は，現行の「中学校学習指導要領（以下指導要領とする）」公民的分野の内

容（３）「私たちと政治」における，「イ 民主政治と政治参加」にあたる（次期指導
要領においてはＣ「私たちと政治」における，「（２）民主政治と政治参加」にあたる）。
どちらの指導要領」でもこの単元のねらいとして，次のように示している。
「特に，法や政治に関する内容の学習においては，単に法が規定している内容や政

治制度についての理解で終わることなく，なぜそのような規定があるのか，その規定
を設けた基本的な考え方や意義を理解させたり，なぜ現在このような制度が設けられ
ているのか，その制度を成り立たせている基本的な考え方や意義を理解させたりする
ことが大切である。」
指導要領ではこのような記載がされているものの，実際は制度についての理解や，

その制度における課題についての理解で終わってしまっている授業が多く見られるの
が現状ではないだろうか。確かに，現状を認識する上で制度や，その制度における課
題を理解することは大切なことであるが，その段階で学習を終えてしまうことで，社
会科の目指す「公民的資質の基礎（次期指導要領では公民としての資質・能力の基礎）
を養う」ことができるだろうか。また，そのような学習で，本校社会科が研究主題と
して掲げる「社会の形成者としての資質・能力を育む授業の創造」ができるのだろう
か。そこで今回，「どうすれば制度やその制度の課題を教える授業」から脱却できる
のかを考える契機としたい。

３ 単元の指導目標
（１）将来国政に参加する公民として，現実の政治に対する関心を持たせるとともに，

積極的に関ろうとする態度を育てる。
（２）選挙をはじめとする国民の政治参加によって，より良い民主政治が運営されて

いることに気づかせ，主権者としての政治参加の在り方について多面的・多角
的に考察し，その過程や結果を適切に表現させる。

（３）最近の選挙に関する話題や各政党の選挙公約などについて，新聞記事やインタ
ーネットなどを活用して有用な情報を適切に選択し，読み取らせたりまとめた
りさせる。

（４）多数決の原理や選挙の仕組み，政党や世論の役割などについて理解させる。

４ 単元の評価規準

社会的事象への 社会的な 資料活用の技能 社会的事象についての
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 知識・理解

将来国政に参加 選挙をはじめと 最近の選挙に関す 多数決の原理や選挙
する公民として， する国民の政治参 る話題や各政党の選 の仕組み，政党や世論
現実の政治に対す 加によって，より 挙公約などについ の役割などについて理
る関心を高めると 良い民主政治が運 て，新聞記事やイン 解し，その知識を身に
ともに，どのよう 営されていること ターネットなどを活 つけている。
に関わっていけば に気づき，主権者 用して有用な情報を
よいか，意欲的に としての政治参加 適切に選択し，読み
考えている。 の在り方について 取ったり，適切にま

多面的・多角的に とめたりしている。
考察し，その過程
や結果を適切に表
現している。



５ 単元の指導計画及び評価計画（全７時間，本時６／７）

次 主な学習活動 評価
（時数）

１ 「日本国民の政治参加には何か課題がないのだろう

（１） か？」

・現段階における学習課題についての自分なりのと
らえを書かせる。

「民主主義と政治」
・生徒会活動などの身近な事例から民主主義とは何 ・民主主義の考え方が大切であることを歴史
か，理解する。 的な経緯や身近な事例を踏まえて考え，適切
・歴史的な経緯を踏まえ，民主主義の考え方が大切 に表現している。【思考・判断・表現】
であるということに気づく。
・多数決の長所と短所について，生徒の経験などを ・議会制民主主義において，多数決の原理と
もとにしながらまとめる。その際，少数意見の尊重 少数意見の尊重が重要であることを理解して
が必要であることに気づく。 いる。【知識・理解】

２ 「マスメディアと世論」

（１） ・複数の新聞記事の一面を見比べさせ，新聞社によ ・新聞記事の構成や内容を比較し，気づいた
って取り上げ方が異なることに気づき,その理由につ ことや考えたことを適切にまとめ，発表して
いて考える。 いる。【思考・判断・表現】
・情報をそのまま鵜呑みにせず，様々な角度から読 ・課題に沿って新聞記事を収集・選択し，そ
み取り，自分自身で判断する必要があることに気づ の内容を適切に読み取っている。【技能】
く。

３ 「政党と政治」

（１） ・政党の政権公約を調べ，比較することを通して， ・現在の日本の政党政治の動向や課題につい

政党や日本の政治について関心を持つ。 て意欲的に調べ，関心を高めている。
【関心・意欲・態度】

・政党が国民と議会を結びつける役割を果たしてお ・政党の役割について，具体的な事例に基づ
り，民主政治において重要な存在であることに気づ いて理解している。【知識・理解】
く。

４ 「政治参加と選挙①」

（３） ・選挙は政治参加において重要な機会であることに ・選挙の意義と日本の政治制度のあらましに
気づく。 ついて理解してる。【知識・理解】
・国政選挙を中心に選挙制度のあらましを理解する。

「政治参加と選挙②」
・選挙の課題として投票率の低下を事例に取り上げ，・投票率の低下がもたらす影響について，立
そのもたらす影響について立候補者・有権者それぞ 候補者・有権者それぞれの立場から多面的・
れの立場になって考える。 多角的に考察し表現している。

【思考・判断・表現】
・投票率が低下する中，選挙権が１８歳に年齢を引 ・選挙権が１８歳に引き下げられた理由につ
き下げた理由を，新聞記事などから読み取り考える。 いて，根拠となる資料を活用し，適切に読み

取りまとめている。【技能】

「政治参加と選挙③」
・学習活動については，本時の授業展開を参照 ・評価については，本時の授業展開を参照

５ 「現代の民主政治のまとめ」

（１） ・これまで学習したことをもとにして，「将来の主権 ・日本国民の政治参加におけるこれからの在

者として考えること」を主題にした意見文を書く。 り方について，表現している。
【思考・判断・表現】



６ 単元全体の構造図（知識の構造図）
※その授業における学習課題

「日本国民の政治参加には何か課題がないのだろうか？」（第１時・第７時）

・第１時では，既習事項や既有の知識（スキーマ）を使って，日本国民の政治参加に課題があるのかどうかについて，現段階でのとらえを書か
せる。

・第７時では，「現代の民主政治」の学習を受けて，日本国民の政治参加に課題があるのかどうかについて，ふり返るだけでなく、学習のまと
めとして「将来の主権者として」と題した意見文を書かせる。

第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時

・政治にはさまざま ・マスメディアの情 ・政党は，国民の様 ・現在，日本の選挙 ・現在の日本では， ・世界には義務投票
な方法があるが，そ 報は各社の意見が反 々な意見を集約して は４つの原則の下で 若者を中心に投票率 制を採用している国
の中で，現在多くの 映されていたり，不 国や地方公共団体の 行われている。 が低下傾向にある。 がある。
国で取り入れられて 正確だったりするこ 政治に反映させる働 ・選挙制度にはいく ・投票率の低下が与 ・義務投票制の国で
いるのが民主主義で ともあるので，情報 きをしている。 つか種類があり，そ えた影響 は選挙に行かないと
ある。 をそのまま鵜呑みに れぞれの選挙制度に ・若い世代の声を政 罰則を課せられる国
・みんなで話し合う せず，様々な角度か ※政党は政治におい は特徴がある。 治に反映させる目的 が多い。
方法として直接民主 ら読みとり，自分自 てどのような役割を ・選挙をめぐり一票 もあり，選挙権が１ ・国によっては義務
制と間接民主制があ 身で判断していく必 果たしているのだろ の格差が課題になっ ８歳に引き下げられ 投票制でなくとも投
る。また，意見が一 要がある。 う？ ている。 た。 票率の高い国があ
致しないときは多数 る。
決を採用するが，長 ※マスメディアは政 ※国の政治において ※なぜ、若い世代の
所と短所がある。 治にどのような影響 選挙はどのように行 人々の投票率が低い ※投票率の向こう側

を与えているのだろ われているのだろ のだろう？ にあるものとは？
※民主主義とはどの う？ う？
ような考えなのだろ
う？

・政治 ・世論 ・政党 ・政治参加 ・投票率 ・義務投票制
・民主主義 ・マスメディア ・政党政治 ・普通選挙 ・１８歳選挙権 ・任意投票制
・直接民主制 ・ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰ ・与党 ・平等選挙
・間接民主制 ・野党 ・直接選挙
・多数決の原理 ・連立政権 ・秘密選挙
・少数意見の尊重 ・政権公約 ・小選挙区制

・比例代表制
・ドント式
・小選挙区比例代表
並立制

考
え
て
身
に
つ
け
る
知
識

身
に
つ
け
る
知
識

用
語
な
ど
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７ 本時の授業

（１）日 時 平成２９年１０月２１日（土） １０：１０～１１：００

（２）場 所 山梨大学教育学部附属中学校 ３年４組

（３）題材名 「投票率の向こう側にあるものとは？」

（４）本時の指導目標
・諸外国の選挙の様子から，投票率を向上させることについて吟味した上で，主
権者として選挙において大切にしたいことを表現することができる。

【社会的な思考・判断・表現】

（５）全体研究との関わり
①本時において「見方・考え方」を働かせる場面
・投票率が高いことが果たして良いことなのかどうかについて吟味する場面。

生徒は，前時までの学習や児童会選挙・生徒会選挙といった体験を通して，「投
票率の低下は選挙における課題であり，向上させる必要がある」・「投票率が高い
ことはみんなが参加しているから良いことである」という認識を持っていること
が予想される。そのような認識を持つ生徒に対して投票率が高いことが果たして
良いことなのかどうかを吟味させることで，元々持っていた認識が，新たなもの
に作りかえられていくことが期待できる。
これは、本校社会科が、研究の拠り所とした池野氏の見解にある第三の「見方

・考え方」（本校社会科では「メタ認知型見方・考え方」と名付けた）に通ずる
と考えられる。

②本時において「見方・考え方」を働かせるための手立て
・「見方・考え方」をより働かせるための題材・教材・学習課題

今回，授業の題材に「投票率」を選んだ。教科書（東京書籍）では，「政治参
加と選挙」の所で，「選挙の課題①－棄権の増加」として扱い，棄権の増加の原
因や棄権を減らす対応策（期日前投票），さらには，どうすれば投票率が向上す
るのかを考えさせるコラムが書かれている。
こうやって見ていくと，「選挙を棄権することは良くないこと」，「投票率が向上
することは良いこと」と読み取ることもできる。確かに、教材観の所でも触れた
ように，わが国における若年層を中心とした投票率の低下は解決を目指さねばな
らない由々しき課題である。しかし，ただ単に選挙へ行くことを促し，投票率が
向上すれば良いのだろうか？
また，現行の指導要領では選挙について次のように示している。

主権をもつ国民の意思を政治に反映させるための主要な方法であり，議会
制民主主義を支えるものであることを理解させるとともに，良識ある主権者
として主体的に政治に参加することの意義を考えさせることを意味している。
その際，具体的な事例を取り上げて関心を高めさせるとともに，正しい選

挙が行われることや選挙に参加することの重要性について十分に考えさせる
ことが大切である。

これについては，先に指導観のところでも触れたように，制度やその制度の課
題を教える授業をしてきたことが多かった私にとって，選挙に参加することの重
要性について十分に考えさせられかたどうかは疑問である。
そこで，投票率の高い国々の事例をもとにしながら，投票率が高いことは良い
ことなのかどうかを吟味させる。さらに、前時までの学習を生かし，「投票率の
低下の向こう側に見えてくる，本当に目を向けていかなければならないこと」に
ついて考えることで，「見方・考え方」がより高次に至ると考えられる。

・対話を重視すること
全体総論や教科総論にもあるように，「自己と対象世界（本時であれば投票率

の高い国に関する資料）との対話」，「自己と他者との対話」，「自己内対話」をす
る場面を本時の中に設定するということである。例えば，「自己と他者との対話」
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において，生活班とは別に学習班を作成し，その学習班のもとで授業をすること
にしている。学習班は本校生徒の実態も鑑み，生徒に「学習を高め合うことがで
きそうな仲間」ということでアンケートをとり，設定した。それぞれの生徒が働
かせた「見方・考え方」を，教師が「つなげたり」・「まとめたり」してコーディ
ネートすることで，生徒は自分の考えを更に深めたり，広げたり，枠組みを変え
たりすることが考えられる。また，特に本時において重要視したいのが「自己内
対話」である。授業の終末において，これまでの自分の「見方・考え方」が，本
時の学習を通じてどのように変容し，新たにどのような認識になったのかを生徒
も授業者も可視化することができる「ふり返りシート」を作成した。このシート
を用いて自己と対話し，対話したことを記述する時間をできる限り保障したい。

（７）展開

指示・発問など 教授・学習活動 資料 習得させたい知識・予想される反応

導 〔１学習内容の復習〕 （T:教師 S:生徒）
入 ・前時の復習 T：質問する ① ・日本では，投票率の低下が問

S：答える 題となっている。
5 ・投票率が低いと，一部の人た
分 ちだけで物事を決めることにも

つながるので民主主義の危機に
つながる恐れがある。だから，
投票率を向上させなければなら
ない。
・特に，若者の投票率が低く，
若者の声を政治に反映させにく
い現状があることや，世界的に
１８歳で選挙権を認めるのが多
いことから，日本でも昨年から
選挙権年齢が１８歳以上の男女
に引き下げられた。

＜前時までの学習を通じて，生徒が抱いていると予想される見方・考え方＞

・日本では若者を中心に，投票率の低下が問題になっており，投票率を向上さ
せていく必要がある。投票率が高いと，たくさんの有権者が参加して決定する
ということなので，民主主義に基づく政治の実現につながるため，良いことで
ある。

〔２学習課題の確認〕
・これは何について表した T：質問する ② ・日本とオーストラリア，ベル
グラフでしょうか。 S：答える ギーの投票率を表したグラフ

日本 ：５４．７％（2016）
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ：９３．２％（2013）
ベルギー ：８９．３％（2014）

・なぜ，このような違いが T：質問する ・これらの国々は日本と異なり、
見られるのでしょうか？ S：答える 義務投票制を採用している国で

ある。義務投票制を採用してい
る国は世界に３２か国ある。
日本は、投票に対して義務を課
さない任意投票制（自由投票制）
を採用している。
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学習課題：投票率が高いことは良いことなのだろうか？

展〔３学習課題を吟味する①〕
開 ・義務投票制を採用してい T：説明する ③ ・オーストラリアでは，投票
１ る国での選挙の様子はどう S：資料を見 所となる公共施設へ行くと，
なっているのだろう？ る お祭りのように様々な屋台が

15 建ち並んでいる。特に人気な
分 のがソーセージサンガーと呼

ばれるオーストラリア版ホッ
トドックの屋台。しかし，正当な理由がなく投票しないと２０豪ドル（約１
６００円）の罰金を支払わなければならない。また，選挙には行かなければ
ならないが，投票の際に白票を入れることは認められている。２０１０年に
行われた選挙では，全投票数の６％が無効票（昨年，日本で実施された参議
院選挙での無効票は２．５％）であり，イギリス放送協会（ＢＢＣ）はオー
ストラリアで義務投票制への反発が起きているのではないかと報道した。
・ベルギーでは，投票の義務を怠った場合、罰金を支払わなければならない
が，２回目以上になると，支払う額が２倍になる。さらに，１５年間で４回
以上投票を怠ると，選挙権を１０年間失い，公職にも就けなくなる。もし公
務員だったならば、昇進も差し止められてしまう。投票の際に白票を入れる
ことは認められているため，無効票の割合が多いという問題点がある。
・

世界には，投票率が約９９ T：質問する ・オーストラリアやベルギー以
％を誇る国があります。ど S：答える 上に厳しい罰則のある国なので
んな国だと思いますか？ はないか。

・一つの政党が独裁政治をして
いる国ではないか。

・ベトナムの選挙の様子 T：説明する ④
は，どうなっているのだろ S：資料を見 ・ベトナムは日本と同じ自由
う？ る 投票制を採用する国である。

２０１６年に行われた選挙の
投票率は９８．７％だった。ベトナムでは，投票所が学校などの公共施設の他
に，会社の中やマンションのロビーのように町中の至る所に設けられていて，
投票に行きやすい環境が整えられている。しかし、投票率が低いと地区ごとの
選挙管理委員会が成果を問われるため，投票所に来てない人がいると委員がそ
の家に足を運び，投票に来るように促す。また，投票所に来た際，身分証明書
の提示をしなくて良いので，家族を中心に代理投票が横行している。そのため，
これまで一度も投票所を訪れたことのない人もいる。

○高い投票率を誇る国々の T：発問する ・罰則を設けることで，投票率
様子を見てきましたが，投 S：考えをホ が上がるのであれば，日本も取
票率が高いことは良いこと ワイトボー り入れるべきではないか。
なのだろうか ドにまとめ ・投票を義務制にすることは，

る 参政権の侵害になるのではない
S：発表する か。

・投票率が高くても，無効票が
多いのであれば意味がないと思
う。
・投票率が９８％でも，代理投
票が横行しているのであれば，
しっかりとした選挙が行われて
いないと言えるのではないか。
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＜本時のここまでの学習を通じて，新たに作りかえられたり，変容したりして
いくことが予想される生徒の見方・考え方＞

・日本では若者を中心に，投票率の低下が問題になっていて，投票率を向上さ
せていく必要がある。投票率が高いと，たくさんの有権者が参加して決定する
ということなので，一見すると良さそうに見えるが，選挙への参加が強制だっ
たり，代理の人によるものだったりするのでは，民主主義に基づく政治の実現
につながらないのではないか。投票率という数字だけで判断するのは，危険で
ある。大切なのは一人一人の有権者が投票に向かう前に，日頃から政治と自分
の生活とのつながりを感じたり，政治について仲間と語り合ったりして政治を
身近なものととらえていることではないだろか。

展〔４学習課題を吟味する②〕
開 ○選挙の課題として，前の T：発問する ・ＴＶや新聞で政治の話題につ
２ 授業で日本におけるの投票 S：思考する いて関心を持って見る
率の低下問題注目し，今日 S：自分の考 ・無関心からの脱却

20 の授業では高い投票率を誇 えを用紙 ・家族や仲間と政治的な話題に
分 る世界の国々の様子に注目 に書く ついて語り合う。
して考えてきましたが，主 S：同じグル ・日本にはどんな政党があって，
権者としての私たちが本当 ープやク どんな理念で政治活動を行って
に目を向けていかなければ ラスの仲 いるのかを調べるなど，とにか
ならないことは何でしょう 間と意見 く政治についての知識を身につ
か？ を交換す けること。

し、ホワ ・人任せにしない。
イトボー ・議会を傍聴しに行く。
ドにまと
める

S：発表する

ま 〔５ 本時のまとめと次時
と の確認〕
め ・今，みなさんが考えてく T：質問する ⑤ ・スウェーデンの様子を紹介す
れたことのいくつかを既に S：答える る。

10 行っている国があります。 T：説明する 家族で政治的な話題について語
分 どの国だと思いますか。 S：聞く ったり，１２歳から政党に入る

ことができたり，地域の政治家
が来校し討論したりする等政治
を身近に感じられる環境が作ら
れている。ちなみに，日本と同
じく任意投票制を採用しており，
投票率は８３％（２０１４年）。
１８歳～２４歳の投票率は約８
２％と，若者の投票率が高い。

・今日の学習で学んだこと T：指示する
や考えたことを授業前の自 S：書く
分の考えと比較しながら，
ワークシートに記述しよ
う。
・この単元のまとめという
ことで次回，「将来の主権
者として考えること」とい
う主題で意見文を書きま
す。
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（８）評価基準

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ） 努力を要する生徒への支援

日本では若者を中心に 諸外国の選挙の様子か 学習課題を吟味し，個人
投票率を向上させていか ら，投票率という数字だ で思考する場面で，机間指
なければならない現状が けでは民主主義に基づく 導を行い，これまでの学習
ある一方，諸外国の選挙 政治が実現されていると 内容を想起させるようなア
の様子から，投票率とい 判断できない場合がある ドバイスを通じて，学習を
う数字だけでは民主主義 と認識することができる。支援する。
に基づく政治が実現され さらに，主権者として選
ていると判断できない場 挙において投票率以外に
合があると認識すること 大切したいことを，その
ができる。さらに，主権 理由とともに表現しよう
者として選挙において投 としている。
票率以外に大切にしたい
ことを，様々な視点から
考え、その理由とともに
表現しようとしている。

（９）「学習課題を吟味する②」に対する学習到達度

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

内容 主権者として選 主権者として 主権者として 主権者として
挙において大切に 選挙において大 選挙において大 選挙において大
したいことを心情 切にしたいこと 切にしたいこと 切にしたいこと
面（関心を持つな を心情面（関心 を心情面（（新聞 を表現すること
ど）だけでなく， を持つなど）だ やテレビのニュ ができない。
行動面（新聞やテ けでなく，行動 ースを見る等））
レビのニュースを 面（（新聞やテレ から表現するこ
見る等）といった ビのニュースを とができる。 ＜手立て＞
他の視点と関連さ 見る等）といっ 本時で提示した
せて表現すること た他の視点とか 資料の見直しを
ができる。さらに， らめて表現する 促したり，仲間
視野を広げ，日本 ことができる。 のものを参考に
国民の政治参加の させたりする。
在り方ついて表現
することができる。

（１０）板書計画

Ｑ：投票率が高いことは良いこ 【主権者として目を向けていくこと】 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
となのだろうか？

※この他にもテレビ画面を用いて，資料を提示していく。
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